
目標・取組
自己
評価

考察や改善点等 学校関係者評価委員より

1
　学校教育目標「未来を拓く力をもつ生徒を育て
る」を意識して教育活動に取り組んでいる。（教
師）

Ａ

2
　一中では、生徒が自己の生き方や進路につい
て、保護者とじっくり話し合う機会をもつよう働
きかけている。（教師）

Ａ

3
　将来の進路について、家庭で話し合っている。
（保護者）

Ａ

4
　学校で目指そうとしている子どもの姿や教育方
針について知っている。（保護者）

Ａ

5
　小学校の研修内容を知り、小学校の授業づくり
から学んでいます。＜小中一貫＞（教師）

Ｂ

6
　中部小や西小の先生や児童と交流することのよ
さを感じている。＜小中一貫＞（生徒）

Ａ

7
　小中一貫教育で取り組んでいる内容を知ってい
る。（保護者）

Ａ

8
　授業や部活動に主体的に取組む生徒を育てるよ
う指導している＜矜恃＞（教師）

Ａ

9
　学習の基本３項目（２分前着席、授業に集中、予習・復
習）と授業三感（共感、存在感、達成感）を意識して、「確
かな学力」が身に付く授業を実践している。（教師）

Ａ

10
　学びのてびきを活用し、ガイダンス機能を充実
させることができた。（教師）

Ｂ

11
　「ベーシックスタディ（基礎学力定着のための
補充的な学習の時間」で基礎的な学力が身に付く
よう指導している。（教師）

Ａ

12
　今学期のベーシックテストにすべて合格できて
いる。（生徒）

Ａ

13
　個に応じたきめ細かな支援・指導ができてい
る。（教師）

Ａ

14 　先生は分かりやすく教えてくれる。（生徒） Ａ

15
　教師は、個々の子どもによく分かるように工夫
して勉強を教えている。（保護者）

Ａ
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・多くの項目で高い評価を得て
いるのが素晴らしい。このまま
継続して教育活動を行ってほし
い。

　

・小中一貫教育を生かした研修
や内容理解では、生徒・保護者
に比べて教師の評価が低いが、
どのような対策を考えているの
か。
・小学校の授業や子どもの活動
の様子を参観する機会を教育課
程に位置づける。

○授業・部活動に
主体的に取り組む
一中生

・課題（目標･夢）
に向かって粘り強
く取り組む一中生

☆ALの手法をいか
した授業実践（授
業研究・研修）

☆自主性、主体性
を重んじた部活動
（目標の設定や練
習方法の決定等、
生徒が主体の部活
動の推進）

☆進路指導の充実

評価指標

・矜恃
「自分らし
さ」の創造

・達成感
「健やかな
心身と確か
な学力」

「未来を拓く力を
もつ生徒を育て
る」教育活動の推
進

○社会で自立的に
生きるために必要
な資質・能力を育
む学校づくり

○保護者や地域・
社会に開かれた教
育課程を通し、信
頼される学校づく
り

分析の数値は左からH28,1学期→H28,2学期→H29,2学期

項目４　目指す子どもの姿や教育方針の理解
　分析　保護者　８８％→８７％→８８％
　　　　多くの保護者の方が学校で目指している子ども
　　　の姿や教育方針について知っていると回答してい
　　　る。ホームページや学校・学年・学級だよりを通
　　　して学校からの情報を保護者の方が確実に受け止
　　　めてくださっている。

項目5･6･7　小中一貫教育を生かした研修や内容理解
　分析　教師　　６０％→７９％→５７％
　　　　生徒　　８９％→８３％→９０％
　　　　保護者　８５％→８９％→９０％
　　　　多くの生徒が小中の交流のよさを感じており
　　　小中一貫教育に対する保護者の理解も高い。しか
　　　し、教師が小学校の研修内容を理解し、中学校で
　　　の指導に生かしきれていないため、合同授業研修
　　　会の充実を図りたい。

項目9･10　「確かな学力」が身に付く授業の実践
　分析　教師9　 ９７％→９７％→９２％
　　　　教師10　７５％→６４％→６２％
　　　　学習の基本３項目や授業三感を意識した授業、
　　　「学びのてびき」を活用したガイダンス機能の充
　　　実に関して数値が下がっている。学習指導部を中
　　　心に再度共通理解を図るとともに教師一人一人が
　　　目的意識を持った授業改善に努める必要がある。

項目13･14･15　きめ細かな指導・支援
　分析　教師　　７５％→８２％→８１％
　　　　生徒　　９６％→９５％→９６％
　　　　保護者　７９％→８４％→８２％
　　　　個に応じた決め細かな指導について、「分かり
　　　やすく教えてくれる」と感じている生徒は多い。
　　　これからも継続して教師が個に応じたきめ細かな
　　　指導に努めることで、分かりやすい授業を目指し
　　　ていきたい。また、きめ細かな指導が子どもの姿
　　　で保護者に実感されるような取り組みを進めてい
　　　きたい。

矜
　
　
　
恃



16
　気持ちのよいあいさつができる生徒を育てるよ
う指導をしている＜惻隠＞（教師）

Ａ

17
　子どもは、進んで気持ちのよいあいさつをして
いる。（教師）

Ｂ

18
　進んで気持ちのよいあいさつをしている。（生
徒）

Ａ

19
　子どもは、進んで気持ちのよいあいさつをして
いる。（保護者）

Ａ

20
　子どもたちは、相手の気持ちを考えた、あたた
かな言葉づかいをしている。（教師）

Ａ

21
　相手の気持ちを考えた、あたたかな言葉づかい
をしている。（生徒）

Ａ

22
　子どもは、相手の気持ちを考えた、あたたかな
言葉づかいをしている。（保護者）

Ａ

23
　先生は、自分のことを分かってくれている。
（生徒）

Ａ

24
　行事やボランティアに意欲的に取組む生徒を育
てるよう指導をしている＜堂々＞（教師）

Ａ

25
　子どもは、学級の中で、自分の役割を果たして
いる。（教師）

Ａ

26
　学級の中で、自分の役割をしっかり果たしてい
る。（生徒）

Ａ

27
　子どもたちは、進んで声を出し、歌うこと(合
唱)を楽しんでいる。（教師）

Ａ

28
　朝の会や集会、帰りの会などで、自分から声を
出し楽しんで歌っている。（生徒）

Ａ

29
　子どもは、進んで声を出し、歌うこと(合唱)を
楽しんでいる。(保護者）

Ａ

30
　部活動では、子どもたちが集中して取り組んで
いる。（教師）

Ａ

31 　部活動に集中して取り組んでいる。（生徒） Ａ

32 　部活動に集中して取り組んでいる。（保護者） Ａ

・地域の子どもたちは、気持ち
のよいあいさつをしてくれる。
・あいさつの生徒の評価が高い
ことは素晴らしい。
・教師からあいさつすることも
大切だが、生徒自らあいさつを
すること、大きな声が気持ちの
よいあいさつにつながることを
生徒に伝えていってほしい。
・家庭でのあいさつも大切にし
たい。
・あいさつは慣れることが大切
であり、社会にでて必要なもの
である。

・学級、歌声、部活動では、生
徒、保護者、教師の評価がとて
も高く、生徒の成長を大きく感
じる。今後も地域とともに、子
どもを健やかに育ててほしい。

○気持ちのよいあ
いさつができる一
中生

・感謝の気持ちが
言える一中生（あ
りがとう）

☆常に教師が、率
先してあいさつ、
返事、感謝の言葉
を言う。

☆道徳の時間の充
実（時間設定、資
料・授業案の共有
化、授業研究・評
価研修等の実施）

・惻隠
「人間らし
さ」の希求

・共感
「豊かな共
生の心」

学校関係者評価を受けてのまとめ

　学校関係者評価委員（学校運営協議会委員）からは、学校評価において多くの項目で高い評価を得ていることから、「学校の教育活動を通しての子どもの成長を十分に感じる」「本年度の学
校の取り組みに満足している」などの肯定的な意見をいただいた。来年度も学校と保護者、地域のつながりを大切にするとともに、小学校と中学校のつながりもより一層深めていくことで、子
ども一人一人の可能性を大きく広げる教育活動をすすめたい。そして、学校教育目標「未来を拓く力をもつ生徒を育てる」の達成を目指していきたい。

項目25･26　　学級の中での役割
　分析　教師　９７％→９４％→１００％
　　　　生徒　９５％→９６％→９７％
　　　　教師、生徒とも、100％に近い評価である。学級内
　　　に自分の役割があり、その役割を果たしていると自覚
　　　できることは、集団の中での存在感につながる。生徒
　　　の役割を果たした場面で、教師が積極的に「ありがと
　　　う」の声かけをし、生徒を認め励ましていきたい。
項目27･28･29　歌声
　分析　教師　　９７％→９４％→９４％
　　　　生徒　　８５％→８２％→８３％
　　　　保護者　７８％→９０％→９０％
　　　　教師、保護者の評価は高い。それに対して生徒の評
　　　価はやや低い。「合唱コンクール」での各学級の歌声
　　　は素晴らしいものがある。これからも帰りの会で歌っ
　　　たり、校歌を歌ったりする機会に「大きな声で楽しん
　　　で歌う」という雰囲気をつくり、明るい歌声が響く学
　　　校にしていきたい。
項目30･31･32　部活動
　分析　教師　　　９７％→９７％→９２％
　　　　生徒　　　９６％→９５％→９８％
　　　　保護者　　８６％→９０％→９７％
　　　　生徒、教師、保護者とも９０％を超える高い評価で
　　　ある。磐周大会前は部長会長が放送で呼び掛けを
　　　し、学校全体が部活動に集中する雰囲気を高めた。
　　　２年生が中心となった２学期以降も短時間の中で部
　　　活動に集中して取り組む姿が全ての部活で見られ
　　　た。これからも生徒主体の部活動を目指したい。

・堂々
「一中らし
さ」の創出

・存在感
「新たな一
中文化創出
の担い手意
識」

○行事やボラン
ティアに意欲的に
取り組む一中生

・校歌を大きな声
で堂々と歌う一中
生

☆生徒会を中心に
生徒が主体、生徒
が前面に出るよ
う、行事やＶＳの
企画を任せる。
（そのための時間
の設定や教師がつ
く時間の確保。生
徒活動の場では、
教師が前面に出な
い。）

堂
　
　
　
々

項目17･18･19　「あいさつ」
　分析　　教師　　８２％→７３％→７１％
　　　　　生徒　　９１％→９３％→９３％
　　　　　保護者　８４％→８４％→８６％
　　　　　生徒の評価は高い数値である。一方で教師の評価
　　　　は７０％台と低くなっている。保護者の評価の中に
　　　　も「あいさつされたらするようです」や「あいさつ
　　　　の声が小さい」などの意見も見られた。生徒会や生
　　　　活部を中心にあいさつに対する意識の向上を図る取
　　　　り組みを進めたい。また、教師や保護者の側からあ
　　　　いさつをするとともに、一言プラスすることで、よ
　　　　り良い人間関係を築くことができるようにしたい。

項目23　生徒理解
　　　　　生徒　９０％→８８％→９１％
　　　　　「先生は自分のことを分かってくれている」と感
　　　　じている生徒が９０％を超えている。学校全体で一
　　　　人一人の生徒を温かく見守っている成果である。指
　　　　導部長を中心に学級担任、教科担任、部活動顧問、
　　　　養護教諭、教育支援員、スクールカウンセラー、ス
　　　　クールソーシャルワーカーなどが連携し、組織的に
　　　　動いて生徒理解に努めた結果である。これからも、
　　　　生徒一人一人の心に深く寄り添った指導ができるよ
　　　　う意識を高めていきたい。
　

惻
　
　
　
隠


